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抗 ARS 抗体陽性例の MRI 所見と筋病理組織所見との関係 

武井 裕史 

 

炎症性筋疾患の MRI 所見と筋病理組織の関係を検討しました。MRI, 筋病理とも得られた 27

例を解析し抗 ARS 抗体陽性例の MRI 所見は陰性例と比して筋膜の高信号が特徴的で、

perifascicular atrophy もしくは necrosis の病理所見を反映している可能性を示しました。 
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